
（別紙３）

～ 令和8年3月31日

（対象者数） 11 （回答者数）
11

～ 令和8年3月31日

（対象者数） 7 （回答者数）
7

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・利用児童の居場所として過ごせる環境を維持してい

く・向上に繋げていく。

・閉鎖的にならないように、地域交流スペースも開放日

をつくるなど、活用していく。

○事業所名 ほっこりの里（放課後等デイサービス）

○保護者評価実施期間
令和8年3月1日

○保護者評価有効回答数

令和8年3月1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和8年3月31日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

・当事業所はバリアフリーの床面である。更に、地域交

流スペースを設けているので地域交流も図りやすい。

・支援室では、シングルサイズのマットレスを設置して

いるので休息確保も行っている。感覚遊びが得意な児童

も多いことでエクササイズのトランポリンも設置してい

る。

・個別を必要とする方、体調不良の方へ静養室も設置し

ている。

・支援室では、視覚的支援も視点におき、利用者の要求

が伝わるようぺクス・絵写真カード等を活用しコニュニ

ケーションの手段を用いている。

・季節の行事を取り入れることで日本ならではの四季を

味わえる空間も作っている。

・聴覚過敏や個室を要する児童へは、静養室を提供し気

分転換を図ってもらう。

事業所における自己評価総括表公表



2
・利用児童本人が混乱しないように、サポートする側と

の共有を図っていく。

3

・できる限り、保護者の家事育児負担軽減、そして、子

供達が栄養バランスを取れるように給食を作っていきた

い。

・半年の面談ではなく、必要な場合は面談・電話などに

て相談に応じていく。

・引き続き、保護者へもクリスマスプレゼントを渡して

いきたいです。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1 ・共有できる手段を作り、チーム連携を高める。

2
・SNSやお知らせにて、きょうだいの参加率を上げ、関

われる機会を増やしていく。

3
・半年に一回、面談があるので、その際に説明し周知を

行う。

・事故防止・緊急時の対応・防犯・感染防止などのマ

ニュアルが策定され、保護者に周知・説明できていな

い。

・マニュアルを保護者に周知・説明する機会を設けてい

ない。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・支援終了後の打ち合わせ、支援の振り返り気づいた点

の共有ができていない。
・職員の出勤・退勤時間のずれが生じる。

・保護者会の活動の支援・兄弟同士で交流する機会を設

けるなどの支援ができていない。

・ほっこりフェスティバル開催されているが、保護者、

兄弟の会話に繋げる対応ができていない。

・児童の成長に合わせた身辺自立を図れるようスモール

ステップアップ支援を行っている。

・保護者・学校と身辺自立での課題へも視点を置き、常

時、情報収集・連携を図ることで本人の成長のサポート

の一致を行っている。

・家族支援で給食の提供を行う。

・家族支援で必要な場合は、面談・電話連絡にて、相談

に応じる。

・Xmasでは、保護者へもイベント気分を味わってもら

えるようにプレゼントを渡している。

・給食については、子供の成長を考え、調理に工夫を入

れることで野菜嫌いな子供も一口は食べれるようにして

いる。保護者の家事・育児負担軽減にも繋げている。

・必要な場合は、半年に一度の面談ではなく緊急な面談

や電話での相談に応じている。

・毎年、保護者へほっこりとしてもらえるように、サプ

ライズプレゼントをしている。


